研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　　南寿の里　　職　種　介護支援専門員　　　　氏　名 落合千秋

	期　　間　　平成　19　年　8　月　20　日　（計1日間）

	出張目的    「激動する介護保険制度 －今後の展望―」

	出 張 先    グランドホテル

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


考察

今回の研修では、財政が火の車とも言える介護保険制度において、それぞれの事業が今後どのようにして生き残りをかけていくかを、分かりやすく説明して頂きました。

グループホームにおいても、地域密着型サービスへの移行に伴い、入居者様確保は次第に激しくなっており、長いところでは1年間空室がある状態のグループホームもあります。また、夜勤体制の義務付けにより、施設としての経費が増大した上に、日中帯の職員は減少するという悪循環が起こっています。ただ一つ望みだった介護報酬も次期改定においては、引き下げが有力であり、入居者様への質の高いケア提供は更に困難を増す状況と言えます。しかし、このような状況にあるからこそ、私達は認知症への専門的ケアを充実させる必要があると思います。入居者様に選んで頂ける施設であり続ける為に、管理者として認知症ケアにあたるスタッフの専門性の向上、理念・エビデンスに基づいたマニュアルの整備を実施していかなくてはならないと感じました。

研修内容

21年介護保険制度改正の課題

1 医療法人及び非営利法人の特養経営参入（20年4月）

2 ターミナルの強化

3 第2号被保険者の拡大先送り（障害者支援法と統合先送り）

間違ったビジネスモデル

制度マーケット＝制度リスク

訪問介護事業者の乱立＝シェアー占有率の低下＝非効率性＝必要な淘汰

多様な経営主体の参入＝零細資本の参入

離職率10％以上の事業者に明日はない

コムスン問題

     介護保険制度を核にしながらも、地域のニーズを盛り込んでいく事が必要。介護保険制度だけ 

     にぶら下がらない。

人材確保

理念なき事業者に人材無し

専門職の育成「尊厳を守る介護」身体介護から認知症介護

就職動機は「社会貢献」

地域との連携「実感できる社会評価」
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